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地球環境情報プラットフォームの構築 
～DIASによる社会課題への取り組み～ 

koide_michihiro@restec.or.jp 

平成28年技術成果報告会 

研究開発部 主任研究員 小出理史 
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 DIASは、… 
 

地球観測データや数値モデル、社会経済データを効果的に統合し、 
 

情報を融合するデータインフラを構築し、 
    

地球環境問題を解決に導く知を創造し 
 

公共的利益を創出します。 
 

背景：DIASの概要 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kaihatu/kankyou/suishin/detail/1285045.htm / (抜粋） 

文部科学省研究委託事業  
2006～2010年度  データ統合・解析システム DIAS 
                                 (Data Integration and Analysis System) 

2011～2015年度  地球環境情報統融合プログラム(DIAS-P) 
2016～2021年度  地球環境情報プラットフォームの構築 
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/021-5/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2016/04/15/1368113_04.pdf 
データ統合・解析システム（DIAS)の成果及び今後の展開      平成28年2月4日 文部科学省 環境エネルギー課 
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/021-5/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2016/04/15/1368113_04.pdf 
データ統合・解析システム（DIAS)の成果及び今後の展開      平成28年2月4日 文部科学省 環境エネルギー課 
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アプリケーション 

地球観測・予測情報 
社会経済データ約700種 

地球環境情報プラットフォーム 

長期的・安定的に利用される運営体制 

ビジネス 
企業への価値提供 

国費のみによらない運用の追及 

世
界
を
リ
ー
ド 

データ利用・提供 

データ利用・提供 

2016年度～ 
情報統融合から、情報プラットフォームへ 

“地球観測・予測情報等を用いた気候変動適応・緩和等の社会課題解決で世界をリード” 

学術・研究 
国内外1400人(約260組織)の 

研究者が中心 

公共 
社会課題の解決に資する 

先駆的成果 
(気候変動,水課題etc) 

デ
ー
タ
提
供 

データ利用 
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先行学理 

• IT分野の先行技術開発 

•地球規模課題解決のため
の新たなシーズ 

アプリ開発 

•アンカーテナントを取れる 

•ニーズに即したアプリ 

利用促進 

•ユーザ・アプリの探索 

•サービス提供者の発掘 

資金の調達 

•アプリ利用料による増益 

•外部資金調達 

社会価値 
感性価値の創造 

国費のみによら
ない安定運用 

1～2年 2～3年 

3～4年 現在 

国費投入 

安定運用 

•運用効率化 

•高度化 

5年 

地球環境情報プラットフォーム の目指すエコシステム 
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地球環境情報プラットフォーム構築推進プログラム 

 文部科学省、平成28年度-平成32年度(予定) 
 地球環境情報プラットフォーム構築機関  
RESTEC, 東京大学,  
  京都大学, 名古屋大学, 国立情報学研究所,三菱総合研究所, NTTデータ 

 

 参画機関の役割 
 社会課題の解決に貢献するアプリケーションをDIASに実装、公開 
 水課題アプリケーションを含む 
 地球環境情報プラットフォームの構築 
 ユーザによる二次的アプリケーションの開発/公開の実現 
 国費のみによらない持続可能なプラットフォーム運営体制構築の追及 
 本プラットフォームの長期的・安定的な利用にむけて 
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5年後に目指す、”持続可能なプラットフォーム” 

<DIASを中核とした地球環境情報プラットフォーム> 

総合的な安全保障 

国民の安全・安心 

国内外の課題解決 

市場 
 

学術研究 

DIAS 
企画 
運用 
事業 

民間サービス 

市場開拓 

市場動向 

サービス 

対価 

ニーズ 

課題解決 

研究開発 
情報 

情報 アプリ開発 
利用料 

コンサルティング 

ニーズ／シーズマッチング 

ニーズ 

(*1)http://www.diasjp.net/wp/wp-content/uploads/2015/04/about01.png 

(*1) 
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体制 
（地球環境情報プラットフォーム構築推進プログラム) 

企画推進業務 

利用促進・運営体制検討 
+ 三菱総合研究所 

アプリケーション運用支援 
+ NTTデータ 

ユーザ・アプリケーション探索 
+ 三菱総合研究所 
+ NTTデータ 

全体進捗管理 
+ RESTEC 

ポテンシャルユーザ   
  

ユーザ 
  

コア 
ユーザ   

ワークショップ 
  
  

シンポジウム 
  
  

アプリケーション開発促進業務 

環境構築 
+ RESTEC, 
+ 三菱総合研究所 
+ 東京大学 

会議の開催 
   プロジェクトマネジメント会議/月例連絡会 
   アドバイザリーボード会議 
   分野間連携・意見交換会議 
   研究開発報告会 
 
イベント開催 
   シンポジウム、 ワークショップ 
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「学理、公共、市場」の橋渡 
 研究活動のプラットフォームであり続ける。 
 総合的な安全保障や国民の安全・安心の実現に資する 
 + 経済の付加価値を、より直接的に生み出すシステムとする  

まとめ： 
 ”持続可能な地球環境情報プラットフォーム”の創出 

DIASにおける長年の良質なデータ蓄積や 
研究成果を活かして 

ビジネス展開を目指す皆様、お声がけください。 
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